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危機管理クラウド 検索

（研）防災科学技術研究所 社会防災システム研究部門

主幹研究員 伊勢 正

防災科研2019/1/17 第３回官民合同会議
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t 次 第

災害情報の広域情報共有の現状

»南西レスキュー、みちのくALERTの紹介

広域な情報共有と利活用のための課題

»これから進めていこうとしていること

第３部 徹底討論に向けて

2
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3

災害情報の広域情報共有の現状

»南西レスキュー、みちのくALERTの紹介
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熊本地震対応 ～防災科研の情報支援～

4

道路状況、避難所情報、通水情報・・・さらにVC情報、航空写真など。
様々な情報をGIS（地理空間情報システム）で整理 ⇒ 各機関に提供
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5

九州北部豪雨対応 ～防災科研の情報支援～

様々な情報をGIS（地理空間情報システム）で整理

⇒ 自衛隊、消防、警察など実動機関を中心に情報提供

 実動機関との連携
» 自衛隊、消防、警察（実動３機
関）との直接的協働を展開

» 捜索のための地図など、直接
提供

写真：陸自への提供資料
（地理院地図＋ドローン画像＋住宅地図）
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平成30年度の活動 ～防災科研の情報支援～

6

 熊本地震等の活動が評価され、平成30年度の
災害対応に参加、情報支援を中心に活動
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7

内閣府SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）（H26年度当初）
レジリエントな防災・減災機能の強化の構成概要

国交省 厚生省 農水省 各府省

津波予測

降雨・竜巻予測

液状化対策
SIP4D利活用システム

（官民協働危機管理
クラウドシステム）

国

自治体

地域連携によるアプリ
・企業連携
・津波避難
・複合災害 など

地域

注）SIP『レジリエントな防災・減災機能の強化』の全体像を簡

略化して示したものであり、各課題の正式な名称や詳細な
内容を正確に示した図ではありません。

情報配信

地震被害推定

SIP4D府省庁連携
防災情報共有システム

SIP4Dからの情報と

地域の情報を統合
活用
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SIP4Dからの情報を地域で使う！！（SIP4D利活用システム）

8

・様々な入力者（各機関）が、様々な情報を持ち寄る ⇒ データベース機能
・データベースから各ユーザが必要な情報を、必要な形で取り出す ⇒ プリセット機能
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・タブとメニュー（ショートカットkey）を配置

SIP4D利活用システム

タブとメニュー

通常のWeb-GISと SIP4D利活用システム
（官民協働危機管理クラウドシステム ）の違い

9

Web-GIS

問題点
・使い方が難しい。

・膨大なレイヤーが生成さ
れる。

Web-GIS

・タブとメニュー（ショートカットKey）に、
標準的な情報図を予めセット可能。
⇒ 状況図、対応図等をプリセット

・標準的な情報図を、設定により自由に
変更可能。
⇒ 各機関ごとの標準図をセット
⇒ 対応の流れ、項目等を配置

・熊本地震：631レイヤー
・九州北部：283レイヤー
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SIP4D利活用システムで提案する構造： 分散相互運用

10

・ユーザインタフェイス： 各機関の欲しい状況を分散的にプリセット
・データベース： 各機関がデータを相互に持ち寄る

仮想的な
共有データベース

地域全体把握 対策検討 対策検討 経路確認

県庁からの情報 市内の情報 町内の情報 その他情報

県・地域本部 被災した市 被災した町 支援自治体

DB DBDB DB

主題図 主題図 主題図主題図

• 各ユーザの求める地図情報
（主題図）を分散的に取得

• 仮想的なデータベースを相互
に運用
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自衛隊消防 警察

11

SIP4D利活用システムで提案する構造
～ “上下左右”の情報流通のために ～

A県

○○町 ○○市
・・・・

市町村の被害・対応
状況を把握する！！

隣接県隣接県隣接県隣接県

広域連携のために、隣接県と
情報連携を行う！！

国

中央の情報を受け取る
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12

地図を交換するための“クリアリング・ハウス”

クリアリングハウスとは？
他機関が提供する地図情報を取込むための仕組みです。

クリアリングハウス
手順③
地図情報のメタ情報を取得

手順①

提供できる地図情報のメタ情報（名称、
形式、置き場所など）を登録

手順②
地図情報を検索

提供する側 提供される側
手順④
地図情報（本体）をリクエスト

手順⑤
地図情報（本体）を取得

クリアリングハウス

 様々な機関が、統一したルールに則り運営することで、各機関が
様々な地図情報を利活用するこができる仕組み。

 技術的には確立しているが、運用ルールについては検討が必要。
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13

自衛隊

DB

CH

○○県

DB
CH

○○県

DB
CH

関係機関

DB

CH

CH

仮想の共有
データベース

“クリアリング・ハウス”による他機関連携
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地方自治体等の防災訓練における防災科研の取組

各県（の本部）が情報を共有するためのシステムを試験
的に構築

» 主要な災害情報について共有サイトを提供
» 幹部が見やすい情報の整理方法、
表示方法を提供

» 各県からの情報を地方全体として集約
※ スライドＰ．７の左下の『SIP4D利活用システム』

地震による被害推定など、府省からの情報を提供

» 訓練の与条件（断層、マグニチュード）に
対応した被害推定（震度分布、倒壊家屋等）
を提供

※ スライドＰ．７左上の『地震被害推定など』

14
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15

南西レスキュー30（西部方面総監部＋九州７県、沖縄県）との連携

利活用システム

平成30年度の取組
• 平成30年7月23日に実施された南⻄レスキュー30において、相互運用環境をSIP4D利活

用システムを用いて試験的に構築し、陸上⾃衛隊⻄部⽅⾯総監部、九州7県・沖縄県を
対象として情報共有のデモを実施した。

• その結果、システムによる情報共有の有効性、使用システム・使用地図・地図記号等の
統一が不可欠であること、が認知された。

• 今後は、協議会を立ち上げ、情報共有のルール（ピクトグラム、表示⽅法、共有すべき
項目等）の統一に向けた活動を推進していく予定である。

《訓練の概要》
陸上⾃衛隊⻄部⽅⾯総監部（熊本市）が幹
事となり、九州７県・沖縄県が参加する総
合防災訓練。みちのくALERTほどの規模で
はないが、今後の規模拡大が期待されてい
る。

⾃衛隊

福岡県

その他の関係機関

佐賀県 ⻑崎県

熊本県 大分県 宮崎県

南⻄レスキュー30の様子：
訓練の条件付与、状況把握に活用。

相互に情報共有

鹿児島県 沖縄県
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16

南西レスキュー30（西部方面総監部＋九州７県、沖縄県）との連携

熊本地方合同庁舎 熊本県庁 宮崎県庁

沖縄県庁大分県庁

北九州ブロック（10月26日大分県） 南九州・沖縄ブロック（10月31日鹿児島県）
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17

みちのくALERT2018（東北方面総監部＋東北６県）との連携

利活用システム

平成30年度の取組
• 平成30年11月9日に実施されたみちのくALERT2018（前段訓練）において、相互運用

環境をSIP4D利活用システムを用いて試験的に構築し、陸上⾃衛隊東北⽅⾯総監部、東
北6県に対し、災害情報の共有を図った。

• その結果、システムによる情報共有の有効性、使用システム・使用地図・地図記号等の
統一が不可欠であること、が認知された。

• 今後は、災害情報システムに関する情報交換会を開催し、情報共有のルール（ピクトグ
ラム、表示⽅法、共有すべき項目等）の統一に向けた活動を推進していく予定である。

《訓練の概要》
陸上⾃衛隊東北⽅⾯総監部（仙台市）が
幹事となり、東北６県および市町村が参
加する大規模総合防災訓練。４年に１度
開催される。前回は2014年の開催。

⾃衛隊

⻘森県

その他の関係機関

岩手県 秋田県

宮城県 山形県 福島県

相互に情報共有

仙台駐屯地の様子：
体育館の前⽅に設置された大型モニターにSP4D利活用システムの画⾯

が表示された。
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18

みちのくALERT2018（東北方面総監部＋東北６県）との連携

SIP4D利活用システムの画面

仙台駐屯地

神町駐屯地（山形県）
青森駐屯地

青森県庁

福島県庁



N
IE

D
 B

O
S
A

I-
D

R
IP

N
a

ti
o

n
a

l R
e

se
a

rc
h

 I
n

st
it
u

te
 f

o
r 

E
a

rt
h

 S
c

ie
n

c
e

 a
n

d
 D

is
a

st
e

r 
R

e
si

lie
n

c
e

, 
D

is
a

st
e

r 
R

is
k
 I
n

fo
rm

a
ti
o

n
 P

ro
je

c
t

具体事例 ～みちのくALERT2018～

19宮城県の入力

宮城県
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具体事例 ～みちのくALERT2018～

20宮城県＋福島県の入力

宮城県
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具体事例 ～みちのくALERT2018～

21その他の地図を検索

宮城県
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具体事例 ～みちのくALERT2018～

22NIEDの震度推計を重ねて表示

宮城県
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具体事例 ～みちのくALERT2018～
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自衛隊

自衛隊の入力
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具体事例 ～みちのくALERT2018～
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自衛隊

自衛隊＋青森県の入力
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具体事例 ～みちのくALERT2018～

25

自衛隊

自衛隊＋青森県（避難所を含む）の入力
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具体事例 ～みちのくALERT2018～
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自衛隊

自衛隊＋６県の入力
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具体事例 ～みちのくALERT2018～
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自衛隊＋宮城県の入力（仙台市の拡大）
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広域な情報共有と利活用のための課題

»これから進めていこうとしていること
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SIP4D利活用システムによる分散相互の試験構築（１）

 陸上自衛隊東北方面隊、東北6県に対し、SIP4D利活用システムを試験構
築して、分散相互運用による災害情報の共有を図った。
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 システムによる災害情報の共有が有効であることを認識して頂いた。
» 情報項目を整理して表示

» 拡大／縮小が可能

» 外部情報（他機関の情報）を取込むことが可能

30

情報項目を整理して表示

データ共有で拡大／縮小が可能

外部情報（他機関の情報）の取込可能

SIP4D利活用システムによる分散相互の試験構築（２）
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連携を実現するために必要な取組（１）

連携ルールを検討、実施するための協議会（仮称）の
設置

»みちのくALERT２０１８では、NIEDのサーバーを使
って、あくまでも、仮設システムを構築して、各県お
よび自衛隊が試験運用したに過ぎない。

»自治体の災害情報システムは、通常５年程度で更
新される。少なくとも５年程度の期間をかけて、各
県の“足並みをそろえる”（システム更新時に連携
ルールが反映される）ための作業が必要。

»協議会（仮称）とともに、ワーキング委員会のような
“手を動かす組織”を作り、次頁以降の具体的課題
の検討が必要。
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連携を実現するために必要な取組（２）

具体の課題（１）：システム基本構成の合意

» 分散相互運用に対して、基本的な合意が必要である。

32

クリアリングハウス

手順③

地図情報のメタ
情報を取得

手順①

提供できる地図情
報のメタ情報（名
称、形式、置き場
所など）を登録

手順②
地図情報を検索

提供する側 提供される側

手順④

地図情報（本体）を
リクエスト

手順⑤

地図情報（本体）を
取得
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連携を実現するために必要な取組（３）

具体の課題（２）：シンボルの統一

» 地図情報を表現するためのシンボルに全国ルールはない。

33

現行シンボル例 DiMAPS（国交省）シンボル例 防災科研シンボル例

※熊本市地図情報サービス参考
※SIP4D利活用システムにおける
過去の被災状況のシンボル例
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参 考

 みちのくALERT２０１８ の表記と ＪＸＲ３０ の表記

34

みちのくＡＬＥＲＴ２０１８での被害のシンボル ＪＸＲ３０での被害のシンボル

被害の種類に寄らず、X で表記 ラ： ライフライン
人： 人的被害 など
被害の種類を示すシンボルを用意
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課 題 の ま と め （東北６県への提案事例）

課題①

»協議会（仮称）など、東北全体の災害情報を共有す
るための施策について、継続的な検討を行う場を
確保する必要がある。

課題②

»災害情報システムの基本要件について調整を行う
必要がある。

課題③

»シンボルの統一など、運用面について検討を行う
必要がある。

35

注）上記は、みちのくALERT2018を踏まえた、防災科
研からの提案であり、決定事項ではない。
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36

第３部 徹底討論に向けて
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「災害情報」と一言でいっても・・・

37

基礎
⾃治体

国（府省庁）

基礎
⾃治体

市⺠ 市⺠

都道府県

基礎
⾃治体

基礎
⾃治体

提
供
系
シ
ス
テ
ム

収
集
系
シ
ス
テ
ム

都道府県
気象情報

被害予測

技術の進歩で
高度化

避難者数

実被害情報

結局は誰かが
入力する必要あり

本会議における討論の視点
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討論の視点

38

討論の視点①

行政界を超える広域災害に対して、都道府県は
今、何をしているか、何が課題か？

討論の視点②

都道府県と市町村の関係、都道府県と国の関
係はどうあるべきか？

討論の視点③

情報の共有・利活用はどうあるべきか？
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